
 

 

『あなたの ZPD を聴く』  

  

 先日、ある男性が「女性はただ話しを聞いて欲しいだけだと教わったの

で、黙って頷いていたら、ちゃんと聴いているのかと怒られた」と仰いまし

た。誰が教えたのか知りませんが、割とそんな話しを耳にします。  

確かに、「私はただ話しを聴いて欲しかっただけなのに、彼からいろいろ

批判された」と仰る女性にもお会いします。なるほど。何かがずれてしまっ

ているようです。  

 

 私は、カウンセリングを生業としていますが、「カウンセラーって、人の

話をただ聴いているだけで楽な仕事ですね」と言われることが稀にありま

す。そういえば、カウンセラーの研修の過程で『ただ聴きなさい』という教

えもあります。  

 

実は、私には『ただ聴く』ということができたことがありません。  

聴きながら、相手の情動を体感したり、その人の置かれている状況を想像し

たり、まだ声になっていない相談者の思いが聴こえてきたりもしますので、

割と忙しいです。『ただ聴く』ことから始めても、相手の中に起こっている

ことに対して私の中でも何かが起こってくるのです。  

そこで、私の中で実感されていることを相手にお伝えしてみると何かしらの

反応が返ってきます。  

「そうなんです！！」と、わかってもらえたと仰る人もあれば、「いや、そ

んなことはない！」と反論される人、「そうなんですかね・・・」とピンと

こない人もあります。私はその反応を受けて、それぞれの相談者の方のここ

ろの状態や水準を感じて、その後のカウンセラーの役割を見出していきま

す。  

 

 私にとって『ただ聴く』という姿勢は、これから展開する心理療法の導入

のきっかけでしかありません。  

『女性はただ話を聴いてほしいだけ』ということも、これと似ていると考え

ます。多様な動きの中の一部分でしかないということです。  

 

話しをしたい人の目的は色々あります。話すことでご自分の気持ちを整理

される人、同意や賛同を得られて安心される人、他者の率直な意見を聞きた

い人、泣いたり怒ったりするとスッキリできるので、その誘発装置として話

しを始める人など、目的は様々です。そして、多くの場合、ご本人にもその

目的が見えないまま、お話しが始まるものです。  

 もし、先述の男性が、その女性が『話すこと』に何を求めているかを感じ

取ったうえで黙って頷いておられたなら、結果は違ったかも知れません。

往々にして「余計なアドバイスはいらない」と言われてしまう場合、相手の

 



 

 

ニーズにはないことをこちらが伝えてしまっています。  

「批判された」と言われてしまう場合も同様です。その人のニーズに応えら

れていれば、厳しい指摘であっても、受け止めてもらえることはあります。

「こちらの話しをわかりもしないで勝手なことをいわれるくらいなら」とい

う前置きがあったうえでの「ただ聴いてほしいだけ」という結論に至ってい

るものと思われます。  

 

このニーズや目的ですが、先にも触れましたが、話されているご本人自身

にもよくわかっておられないことが多いのです。または、当初のニーズや目

的が、対話をしているうちにだんだんとかわってきてしまうのです。  

日常生活のような、あまり変化を必要としない場面、むしろ、変わらずに

いるほうが好ましいときには、お互いに目的のみえない会話でも問題はない

かと思います。なので「ちゃんと聴いてる？」とか「ただ聴くだけでいい」

などと言われているのも平和な一場面なのではないかとも思います。  

 

 しかしながら、その人がこれまでの自分ではいらなくなったとき、自分に

変化が求められ、自身と向き合わなくてはならなくなった場合のお話しに

は、ご本人の中にある本当のニーズや目的に気づきが求められることになり

ます。あなたは、発達の最近接領域ということばをご存知でしょうか。ヴィ

ゴツキーという心理学者が提唱した理論からくることばです。  

Zone of proximal development ＝ZPD とも呼ばれて、教育の場では大変重

要な概念です。私は二十年以上前に習いましたが、ようやく最近になって本

質がみえてきました。  

 

ZPD 理論を簡単にいうと、『ひとりでできること』と『どうしてもできな

いこと』との間に『手伝ってもらったらできること』があるという考え方で

す。この『手伝ってもらったらできること』を ZPD＝発達の最近接領域とい

います。『ひとりでできること』にこちらが口をはさんだり、手出しをして

も人は発達しません。嫌がられることもあります。『どうしてもできないこ

と』を無理にさせてしまうと、自信を無くしたり、無力感にさいなまれま

す。もちろん嫌がられます。だから『手伝ってもらったらできること』に注

目して、適切に手伝うことができたならその人の発達が進むという考えかた

です。あえて、成長といわず、発達といっているのは、集団の中で育つこと

を前提としているからだと考えます。  

 

学校でも職場でも、同じ指示を出されているのに、すぐに理解して新しい

作業をこなす人もあれば、呑み込みが悪く遅れてしまう人もあります。です

ので、集団を教育する場合は、できる人とできない人の間を取った中間レベ

ルの人たち向けにマニュアルやプログラムを設計しているはずです。発達と

いう概念は、たとえ個々の成長が早くても遅くても、必ず誰もがそのように

進むということが前提です。スズメのヒナならばやがて飛べるし、オタマジ



 

 

ャクシならば必ずカエルになるようなものが発達です。最近はやりの発達障

碍ということばは、この必ずできたはずのことがそうでもないぞという意味

が混じっています。  

 

 ひとが集団になり、社会を構築することは、各人の自然な発達を促すとい

われています。発達心理学者の大御所ピアジェの考えを大雑把にいうと「人

は同レベルの集団にいるだけで勝手に発達する」ということです。たしかに

その通りな場合が多いのですが、それだけでは発達が進まない人には適切な

刺激、つまり手伝いが必要であると主張した人がヴィゴツキーです。だから

個人の『手伝ってもらえばできること』を探しだして、丁寧に寄り添うので

す。そのようにして ZPD＝発達の最近接領域という概念は生まれました。ヴ

ィゴツキーは人の発達を考えたときに、社会から切り離してはいけないこと

と同時に個別性にも寄り添わねばならないといいます。社会が多様化して個

別化が進み、求められる姿がいくつもある時代になって再注目されだしてい

ます。という私も、冒頭の男性の仰る話しの聞き方とカウンセラーの話しの

聴き方の違いを考えてみることで、学生時代に教わったままにしていた ZPD

理論について改めて考えさせていただきました。  

 

さて、私が使い分けている『聞く』と『聴く』の違いについてですが、そ

の違いをご存知の人も多いと思います。ここで、あえて私にとっての解釈を

お伝えしておきます。『聞く』がわかることを前提に話しをきくときで、わ

からないこと前提にをわかろうときくときに『聴く』を使っています。  

 

そのようにして対話の中でお手伝いできる ZPD を探し続けています。  
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